
平成２４年度 内外海小学校の教育（学校経営方針） 

    「子どもが輝き、職員が笑顔になり、地域が元気になる」 

子どもの笑顔日本一！ 

それを創るのは、教職員の笑顔、地域の元気 

この国の未来、内外海の未来を担う子どもたちの教育に全身全霊で取り組む 

～この船は夢に挑戦するチャレンジャー号、さあ！いっしょに行こう～ 

 

◇地域に元気を発信 地域が元気になる 

・内外海半島ぐるりん！周遊遠足（陸路と海路） 

・「内外海はひとつ」をテーマに音楽会を全校で取り組む（感動を創る） 

 ～ふるさと祭りで発表（１１月６日）市小中音楽会で発表（１１月１４日）  

・体育大会の工夫～統合した年の元気が響く体育会（９月６日） 

 ～海の元気を表現する民舞（全校児童＋保護者＋教職員）大漁旗はお父さん 

・駅伝（田烏までの道）地域の方の参加 

◇ユネスコスクールの実践 

「ふるさと教育」をユネスコスクールのストーリーにのせて 

～志を大きく、統一開花させる～各学年の発達段階、課題に合わせて取り組み 

・「海道をゆく～志の道」海道をゆく修学旅行（隠岐の島～境港）～磯小学校との交流 

・山を開く（学校の裏山に道 千日回峰 足腰を鍛える）～老人会、ふるさとづくり委員会と 

・山道に植樹（児童が企画、漁業者、猟友会、地域各種団体、高校生と共に山に植樹） 

◇学力向上 

・基礎学力の定着、授業作り、指導過程の工夫、話し合い力 

・思考の足跡が残るノート指導、ポートフォリオ 

・分かる授業、授業に集中できる環境づくり（掲示物、特別支援の視点） 

・授業が楽しい、全員発言の保障 

・「うちどく」（うちとみ読書、うちで読書）ＰＴＡを中心に取り組み 

～図書管理システムの導入、読書指導の充実、読書好きな子を育てる 

◇なかまづくり 

・学校が楽しい、不登校ゼロ「なかまはたから」全校集団作り・学級集団作り 

   ～なかま作り集会、たてわり遊びは、４月、５月から取り組む 

・あいさつ運動の輪（毎朝マラソンで取り組み、給食時に表彰）年間継続 

◇体力・チャレンジ・元気・底力 

 ・朝マラソンで体力維持（毎日）、木登り（木曜日）・遠泳８００ｍ・山を駆ける 

・食の教育、７分つき米、地場産魚介、野菜使用、アレルギー対応 

・子ども健康会議～生活リズム、遠望訓練など 

・明るく、元気で、歌声の響く学校（腹力・つながり）～全校集会、学級で取り組む 

◇学校公開（自由参観日・情報公開） 

・参加しやすい自由参観日・祖父母参観日、給食試食会・ホームページ更新・充実 

・「美しい校舎を未来に残そう」清掃の取り組み 

◇教職員のチームづくり～子どもの話で花が咲く職員室  

 ・響き合う職員集団（唱和・１分スピーチ）元気の出る朝礼・終礼・研修・親睦             


